









































数がおくのほそ道旅行中の松尾芭蕉の詠句数である。更に曽良随行日記には、芭蕉の詠句八十六句が収録されている。この八十六句のうち四十五 が、前掲 一〇四句と重複している。この四十五句を差し引いた四十一句が、曽良随行日記単独 松尾芭蕉詠句になり、この四十一句と前掲の一〇四句を加えた一四五句が 最終的なおくのほそ道旅行中の松尾芭蕉の詠句数になる。従っておく ほそ道旅行中の松尾芭蕉詠 数は、おく ほそ道収録句よりも九十四句多い事になり、言い換えれば おくのほそ道執筆に当たって、旅 中の詠句九十 句を除去した事になる。何故にこのような現象が生じたのであろうか。除去句九十四句の全てがそうだとは言い切 ないが、例えば松島見物の場合、芭蕉は曽良には「松島や鶴に身をかれ郭公」と詠ませていながら、 「予は口をとぢ 眠らんとして」と言って句作を諦めている。かと言って眠る事も出来ず、そうかと言って句作も出来ない程、芭蕉は松 美観に心を奪われて、その情景の素晴しさを強調している 、実際には芭蕉は 「嶋〴〵や千々にくだき 夏の海」 （蕉翁全伝付録）と、松島湾の様々な形をした島々が湾内に散在し い 情景を詠じている。この句がおくのほそ道 収録され かった理由につい 、新編小学館日本古典文学 集では、 「この句の情景は松島湾紹介の文章中に描写されている で、自然とこの句 入れる必要がなくなった。 」と説明してい
る。後にこのおくのほそ道旅行で、芭蕉は象潟を訪れ、ここでは芭蕉は二句も詠み、曽良も二句、更に美濃国の商人低耳も一句詠んで、全ておくのほそ道に収録しているが、松島の情景 散文で、象潟の情景は韻文でもって両者を対比させ、それぞれ異なった技法で情景美を対比させて、両者の紹介を行ったのかもしれない。また松島のこの風光明媚な情景を、 芭蕉がどのように に むであろうかと 人々の期待を裏切ら る事によって、人々の心と期待を煽り、更に情景美を連想させて、却 松島 美観を強調させる結果を見る方法をとった か し ない。それは恰も百人一首の絵札（読み札） 唯一小野小町だけ後ろ向きに描いて、小野小町の面
おもて
を連想させる方法に類似していないだ




























































































































































































































































の秋」と芭蕉は句を詠じ、 「浪の間や小貝にまじる萩の塵」と、浜辺に散らばるますほの小貝の美しさにも感動した。ますほ 小貝 は、一センチにも満たない小さな薄桃色二枚貝である。芭蕉が句に詠んだように、萩の花と見紛う美しい色の貝である。　
松尾芭蕉がおくのほそ道旅行で詠んだ敦賀・種の浜の







心とした発句・連 の書留で、巻頭にある路通の「芭蕉翁月一夜十五句序」により おくのほそ道の旅で 大垣に到着した日が八月二十一日であった事が判明、更におくのほそ道には収録されていない福井から敦賀までの芭蕉詠句の存在も判明 。おくのほそ道未収録の句は、宮崎荊口宅でおくのほそ道旅行後 会が開催され 芭蕉も出席してその 会で詠まれ か、おく ほそ道旅行中 芭蕉の











































































集しゅう（撰集、 巴水編） や泊船集 （芭































































































まよふがごとし。予も又『今日よりや書付消さん笠の露』 」とおくのほそ道に、劇的・感情的に記述しているが、曽随行日記は極めて冷静に、 客観的に 「五日朝曇 昼時分、 翁・
北枝、那谷へ趣。明日、於小枩ニ、生駒万子為出会也。則請ジテ帰テ、 艮刻、 立。大正侍ニ趣。全昌寺へ申刻着、 宿。 」と何事も起らなかったかのように、予定の行程を記述している。尤も猿蓑には「いづくにかたふれ伏共萩の原」の句が収録されており 七月二十一日・二十二日の金沢での随行日記には薬を請求したり、二十三日には「予、病気故不行」の記述があったり、八月十六日の長嶋の記述には尋ねて来た森氏と病躰の談をしたり、 其夜ヨリ薬用」と記してあるから、曽良 体調 崩していた事は事実である。　
松尾芭蕉は八月十六日、 種の浜の西行法師の歌枕を尋ね、






























































かろうか。芭蕉が木之本・春照・関ヶ原経由大垣への行程を、敢えてとっていたとしたら、曽良の近江路下見的行程は無駄になる。それに芭蕉が敦賀から木之本・春照・関ヶ原経由、大垣への行程をとったという確証はない。おくのほそ道文末の種の浜 ら大垣への直行的表現によって、時間的・距離的に推測されているに過ぎな 。曽良がとった敦賀・木之本・近江路・関ヶ原・大垣の 程と 芭蕉がとったと思われる推測行程 即ち敦賀・木之本・春照・関ヶ原・大垣行程とは、 時間 ・日程的には 差はない。曽良がとった行程は、芭蕉がとったと思われる推測行程よりも、随分西側に 回りしたかに見えるが 距離 差はな 。　
おくのほそ道旅行中、敦賀・大垣間において、文章はお




（１６８９）三月二十七日江戸深川を出立して、日光・白川関・仙台・松島・平泉・出羽三山・象潟・金沢・敦賀と巡り、八月二十一日頃大垣に至っている。その旅行日数は約六箇月間、旅行距離数は約六百里、松尾芭蕉最大の大旅行である。当然松尾芭蕉は多 の場所に立ち寄り、多くの地名を本文中に記録した。その地名数は一八六箇所、おくのほそ道の旅行は 東北・北陸の歌枕 地を尋ねる旅行でもあったので、記載されている地名 中の四十三箇所が、歌枕の地名で、その百分率は二三・ ％に及ぶ。　
このおくのほそ道本文に収録されている一八六箇所の地






















































































































































































































































































































































































四五％を占めている。悪い気象条件のもとで、おくのほそ道旅行は行われたのである。その旅行が始まってから間もなく、 月十八日、那須湯本宿泊第一日目に、芭蕉達は地震に見舞われている。曽良随行日記に、 「十八日卯尅地震す。 」と記録されている。現代で言えば 午前六時頃、起床の時間滞に、那須地方に地震が発生したのである。震度はわからないが、寝起きの時間に地震が発生して、人々は驚き慌てふためいたのではなかろうか。だが松尾芭蕉はその事をおくのほそ道 記録していない。 の被害が出なければ、芭蕉は早朝に起きた地震よりも、当日の午後快晴の天候 もと、農夫に馬を借りて、那須の高原を走らせた事の方が、記録に値したのである。曽良 随行日記に、 「午の尅、高久角左衛門宿ヲ立。暫有テ快晴ス。馬壱疋、松子村迠送ル」と記している。　
松尾芭蕉は数多く旅行しているが、どちらかと言えば天
候・気象条件に関しては、無関心な事が多 のではなかろうか。それにおくのほそ道は紀行文であるとは言え 文章内容に関しても、 表現について かなり虚構化されていて、
例えばおくのほそ道旅行が始まった頃、曽良は随行日記に「廿七日夜、カスカベニ泊ル。 」とのみ記し、 「廿八日、マゝダニ泊ル。カスカベヨリ九里。前夜ヨリ雨降ル。辰上尅止ニ依テ宿出。間モナク降ル。 」と記載してあり、どうも天候不順の中を出発した感じがするが、おくのほそ道冒頭部分では、 「弥生も末の七日、明ぼのゝ空朧
〻
として、月は
在明にて」と、出発に相応しい天候に表現されている。また五月十五日頃、尿前の関で封人の家を見掛けて宿泊を頼み、 「三日風雨あれてよしなき山中に逗留 。 」とあるが、曽良随行日記には十五日は小雨、十六日は堺田に滞留し大雨、十七日は快晴で堺田を出立している。大雨は堺田滞留の十六日だけである。おくのほそ道冒頭部分の「弥生も末の七日、 明ぼのゝ空朧
  〻として」は、 源氏物語帚木巻の「月

















ついては、古くから噂されていたが、それが昭和十四年（１９３９） 、曽良自筆の原本が発見されたのである。それはおくのほそ道素龍清書本完成、 即ち元禄七年（１６９４）四月の二四五年後に当たる。その自筆原本の蓋然性の高い事から、その原本はその後のおくのほそ道研究に大きく貢献し、 今日のおくのほ 道研究に至っている。原本は現在、天理大学図書館に収蔵されている。参考文献『おくのほそ道
　
附曽良随行日記』
　
岩波文庫
　　
一九五七年刊
『松尾芭蕉集・紀行・日記編』
　
小学館新編日本古典文学全集
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一九九七年刊
　
『荊口句帖』 （複製 翻刻）
  大垣市文化財保護協会
　
二〇〇四年刊
『河合曽良』諏訪市教育委員会
　　　　　
 　　　　
二〇一一年刊
（つねまつ
　
ただし）
